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KαTa Kαp8(αヲ「心に文すして」
ーある前置詞句の定型表現化一*

橘孝司

1.問題点の提示

中世後期の民衆ギリシャ語テキスト(12世紀 15世紀)には複合前置詞の例が

多く見られるが、これを構成する副詞・前置詞の形態は多様性に富んでいる。

例えば、(1-2)においては副調μ白α，Ea，ωが前置詞旬開TaKop&iαヲと並んで現れ

ている。

(1) &OCEUEl Tηναy印ωXOVKαTa Kαp8(α宮μ6σα.

「心の中に対してその倣慢を射る」

(2) Kαl s入ETTEls正入oヲKaeETαlEσωKαTa Kαp8(α吉

Als.N. 1198 

BEλe. 409 

「心の中に矢が立っているのが見える」

ところが、現代ギリシャ語になると戸σα は標準語の形態として頻用されるよう

になるのに対して、白ωは口語には現れなくなる。また、前置詞 KOTaも以前の

時期に比べるとその使用領域は随分と限定されている。つまり、現代ギリシャ

語の観点からは、 (1-2)は複合前置詞の例とは見なし難く、定型化した表現であ

るような印象を受ける。しかしながら、これは現代語の文法に基づいた予測に

過ぎず、中世後期において本当に複合前置詞ではなかったのかどうかという点

は、慎重に判断する必要があろう。その時期にはいまだ定型表現にはなってい

なかったかも知れないからである 11。

本稿では、 KOTaKop8iαg戸σα.EσωKαTaKαp8iα宮の意味統語構造をめぐるこの

問題を、以下のように二つの点に分けて考察することにする。

問題点 1:問TaKop8iαヲμ白α，白ωKαTaKαp8lαヲは中世後期において複合前置

詞と考えることが可能であるのか?共時的側面)

問題点II:この二つの例が複合前置詞ではなく、定型表現悶TaKαp8lαgに副

詞 μ白ω.Eσω が並置されたものに過ぎないとすると、前置詞 KαTaと名詞

Kαp&iαはいかにして定型表現を構成するに至ったのか ?21 通時的側面)
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2.中世民衆ギリシャ語の KaTaKap8(αg 

問題点Iに取りかかるに先立つて、副詞+前置詞句が複合前置詞句を構成する

とはどういうことなのか、という定義に関わる前提を検討しておきたい。この

ことが暗に含んでいるのは、複合前置詞として生産的である、ということであ

る。この生産性という点を、例えば複合前置詞を含む次のような例で考えてみ

よう。

(3) nEVTE 11μEpE吉正[xασLVIlEaαElS TαKαpasLα 

「彼らは五日間を船の中で過ごした」

φ入φp.1274 

(4) vτdνKαlατoσφνOVσlVμtσαElS TO TTα入aTlv.

「彼らは行き、宮殿の中に達する」

ここでの複合前置詞昨σαElヲは、高い頻度でテキスト中に繰り返し現れる。そ

のような生産性の高さを保証している一因として、まず、この複合前置詞の意

味(I内部への接近・存在J)と矛盾しないならば、 KαpaslVI船J• TTaAaTl V I宮

殿」以外に様々な名詞句が後続し得るし 3)、同じ名詞句でも定・不定冠詞の介在

や修飾語句の挿入によって自由に拡張出来る、ということがある。また、別の

要因として、これも複合前置詞の意味と矛盾しない範囲で、どのような述語と

Iμπ.860 

も共起し得る、という点が挙げられるべ

これらの点から (1-2)を見た場合、そこに含まれる μ臼α/匂ω問TaKαp8(αヲは

生産的な複合前置詞の例とは考え難い。むしろ、前置詞+名詞 KaTaKap丘町が

一種の定型表現化したものに副詞何回/白ωが並置されているに過ぎない、と考

えた方がよいと思われる九以下では、次のような順序に従って、この点を論証

していく。

(a) I内部」副詞+前置詞間Ta+名詞の例が非常に少数である点。

(b)前置詞悶Ta+名詞の例は多数存在するが、 KαTaKαp8[αgという連鎖は

ほとんど常にこの形で現れ、冠詞・修飾句の介在を許さない点。

(c)悶TaKαp8[αヲの意味領域が限定されている点。

(d) Kαp8(α は通常他の前置詞に支配される点。

2. 1.副詞と共起する前置詞問Ta

まず、 μ臼α/白ωが前置詞 KaTaと共起する用例の頻度から考察を始めよう。

コーパス中ではそのような例は(1-2)のみであった。このことは、しかしながら、

そもそもそのような文脈(Iある対象の内部への接近・内部での存在J)が少

ないという理由によるとは考え難い。この種の文脈は実際に観察されるのだが、
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そこでは昨σα/長σω が他の前置詞と結合しているのである。具体的には、 μ臼α

ELS' (5)，長σωσ正(6-7)が見出されるべ

(5) E廿内yανKαl正σEsασdνTOlノ μ長σαElSTO Kapaslv. Iμτ.726 

「彼らは彼を船の中へと連れていったj

(6)長σωσTOVTOπoνTωV IKOpTuiv KEl Tαl KaL a<tEνTEU正l. Xp.Mop.P. 8275 

1 (城は)スコルタの地の中にあって、そこを支配している」

(7) . . .σTOπ入OlOVEσωaEsησαV， A廿o入入φv.644

「彼らは船の中に入った」

μ長σα.正σω以外の「内部」副詞も前置詞悶Taとの共起例はない。ここでも、そ

の結合相手となる前置詞はEほ /σ(りである。例えば、 α従 uωElヲ Xp.Mop.H.8797，

Elヲ...EaωeEVφ入φp.1594，長σωeEV.. . Elヲ AXl入.N.328， EVTOヲ...σAXl入.N.700，

tν80v Elヲdly.G.112667)。

以上の考察から、 μ白α/白ωがKaTaと共起する例の頻度は非常に低く、生産

的とは言い難い、しかしそれはそのような文脈が存在しないからではない、と

いうことが分かる。

2.2.前置詞悶Taに支配される名詞

今度は前置詞問Taがどのように使用されるのか、特にどのような名詞を支配

、するのかを見てみよう。 KPIAPA:Eの "KaTa"の項目によれば、その使用例は少な

くないへ特に属格名詞とともに 1.......に対して・反して」の意味で用いられるこ

とが多い。例えば、

(8) ECETTVEVσεπν印νeVμOUKαTa TT]S' P，ωμαVlαヲ. dly.G.149 

「彼はロマニアに対して怒りを吐き出したJ

のごとくであり、このことは (3ユで見るように)すでにコイネ一期から見られ

る特徴であって、現代語においても同様であるへ

しかしながら、問題なのは悶TaKap8l同という連鎖がつねにこの形で出現す

るという点である。例示すると、

(9) TOCEU正lTηναγEpωXOν，σToXa KαTa Kαp8iα<;'. 

(10) 80CEUγ正lTT]VαγEpωXOV，σToXa KUTa Kαp8iα宮・

「心に対して狙いすますとその倣慢を射る」

(11) TOCEUEl TηναyEpωχOV，σToXa KαTa Kαp8iα<;'. 

「騎慢を射、心に対して狙いを定める」
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(12) Kαl EvDus-TO TOCOV EσVpEV KαTa KαpBiα宮 μEE8wKEV Als.V.484 

「直ちに弓を引き、私の心に対して一撃を加えた」

(13) 8lαvαμE KpOU KαTa KapBiα宮KαlTTJV中VX内ναπαipvη. Als.V.1650 

「私の心に対して一撃を加え、魂を奪うために」

(14)KαTa KαpδiαS EKα中EVTOV 80UKαV TOV 8EσπOTηV. XpOV.TOKKWV 3384 

[" (彼の死は)君主の心を焼き尽くした」

これらの例では、問Taと問p8iαヲの間に冠詞・修飾句が介在することがない。

また、問p8iαすもほとんど常に単数属格形で現れている 11)。従って、 KαTaKαp8iαヲ

は定型表現化している可能性が高い。このことを裏付けるもう一つの証拠は、

使用される意味領域が限定されているように思われることである。つまり、(14)

を除いて、いずれも「打撃」に関わる動詞 TOCEUω 「射る(9)J、δOCEUγω 「射る

(10)J、σTOXφ 「狙う(11)J、 8icSw ["打つ(12)J、Kpo山「打つ(13)J とともに用

いられて、 「打撃をうける身体部位」を指している 12)。この点を、次節で詳細

に検討してみることにする。

2. 3. r打撃を受ける身体部位」の表現
中世民衆ギリシャ語で「打撃Jの表現はどのようになされるのかをこの節で

は検討しよう。確かに「打撃を受ける部位」は悶Taでも表される。["心」以外

の例として(15-16)0 ([】内は打撃動詞)

(15) KpOUEl TOV 悶 TaK吋αλ恥 π入竹PTJ宮正lヲTTJνμEσiαV dly.G. IV185 

「彼の頭に対して、その真ん中を打つJ [叩0山]

(16) TlJ pas8ψKαTa KE中α入角宮 TOUTOVEyw廿uTaaσωdly.G.VI224 

「私は彼の頭に対して杖で一撃を加える」 【叩Tacrcrw)

しかし、これらは少数派であり、通常は他の副詞・前置詞、とりわけα百σω/

απavωElヲが用いられる。

(17) Kαl EvDuヲEtSTTJV Kαp8iαVTηヲETOCEVσEVαπ長σωAXl入.N.1014

「直ちに彼女の心の中へと矢を放った [TOCEUω]

(18) Kαl cSoCE中EνKαl8φKEνTTJν EtSTTJV Kαp8lavαπ長σωAXl入.L.712 

「矢を射、彼女の心の中を打ったJ [8i8ω) 13) 

(19) crupVElσπαDi KαKpOUEl TOVαπavω<1TO Kασσi8l Bv(.I入lα8.942

「剣を抜き、彼の兜の上を打つ」 【叩OUW)

(20) crTOσT前oヲTOVEsapEσEVαπavωElS TO σKOVTaplV. Xp.Mop.H. 4022 

「盾の上、彼の胸元を打ったJ [向凶νω) )4) 
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より単純には、副調をとらず、前置詞El宮のみでも表現可能である 15)。

(21)間入内VPαs8EαV E8ω悶 TT)Vctapαv・STO KEφdλlV dly.E.1276 

「馬の頭に見事な一撃を加えたJ [8[8ω] 

(22) Kα1 aμαTO EμπEl，μ正TO7TTEpOV oEPVElμE ELS TO KEctaAlV， Als.N. 710 

「入ると同時に羽で私の頭を打つJ [8Epvω】

(23)παTacaS'δEEl宮 KE<!>α入角川正0αVEπαpαx同μαdly.G.VI97 

i (私が獅子の)頭を打つと、直ちに死んだ[7TaTaσuω】16)

すなわち、 KaTaKap8lαgは「打撃をうける部位Jの文脈で主に使用されるけれど

も、同じ意味領域において他の表現m白ω/α吋川正円と対立しており、これに

比べるならばむしろ少数派である、ということになる。

2.4.悶 pBtαを支配する前置詞

最後に名調Kαp8(α が通常どのような前置詞と結合し得るか、という点を検討

しておきたい。このことにより、問TaKap8lαgの連鎖が定型表現であることが

より明らかになると思われる。

KPIAPAI， ..問p8iα"の項目には、この名詞を支配する前置詞としてαπO，EK，山Ta，

μ， ElS'/OE， EV， ml (=伺i)，叩0ヲが挙げられている。このうち、 「心に向かう心理

的・物理的移動」という意味概念を含み問Taと競合するのはElS' / OE (ないし

πpo宮)であろう。このようなEほ/自に支配される間p8(α の例は多い。我々の

コーパスから例を挙げておこう。

(24) Kα6aπEPφ入OcElS TT)νEμ内νKαpBtαV正廿正Iσ均入6EV dly.G. V232 

「我が心に炎が入ったごとく」

(25) 'EpωヲElSTηVKαpδtavμOVEOEsT)KEV TηヲKOPTJ宝 Als.N.2340

「乙女の恋が私の心に入った」

(26) Kαp<!>i TO ElX正VElS TηV Kαp8lavφσTE VαTαE廿apηXpOV.TOKKωV2275 17) 

「それを赫として心に持っており、奪おうと」

さらに、 Kαp8iα を含む前置詞句に副詞が先行して複合前置詞を構成する例も

あるが、 2.1.で見た場合と同じく、前置詞はEぼである。

(27) on TαE(XαOlV Kαp<!>(VμEOα El宮 TηνKαp8laν TOVヲ XpOV.TOKKωV2101 18) 

「彼らはその地を心中の刺のように感じていたから」

このように、 「心に向かう心的・物的動きjや「心における存在」という意味

概念は通常EIS'/民間p8iα(V)で表される。その生産性の高さという点はまた、

(24-27)において、定冠詞や所有代名詞E同ν，μOV，TOVヲによって名詞が拡張され
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ている点にも現れている。

以上の四つの視点からの考察をここでもう一度まとめてみよう。

(a)問Taが副詞と共起するのは稀。

(b)問TaKap8[α宝はつねにこの連鎖で現れ、冠詞・修飾語が介在しない。

(c) KαTa Kαp8[αgの使用は「打撃」の文脈に限定されるが、この意味領域で

は少数派。(通常は (ατdνω/α百σω)正lヲにより表現される)。

(d) Kαp8[αは「心に向かう移動Jを示す場合は通常 Elヲに支配される。

これらの諸点が確認された以上、(1-2)に見られる戸σα/Eσω 間 TaKαp8[αgは

複合前置詞ではなく、定型表現KαTaKαp8[αgに副詞が並置されたものと解釈す

る方が妥当であると思われる。

3. KUTa Kαpδiαgの通時的伝承

次に問題点 IIに移る。前置詞KαTaと名詞Kαp8[α はともに強立した語葉とし

て古代から現代にわたって使用され続けるけれども、いかにして両者の定型表

現化が生じたのだろうか。

3. 1.古代から中世ヘ

まず、古代のテキストにおける問TaKαp8lαヲの用例調査から始めよう。注目

すべきことに KUTaKαp8l同は紀元前のテキストには例証されない。紀元後の文

献ではヘロディアノス (ADii-iii)、リパニオス (ADiv)、エピファニオス (ADiv)、

ヨハネス・クリュソストモス (ADiv-v)、 「キリストの受難J(AD xii?)、ニケフォ

ロス・グレゴラス (ADxiii -xiv)、イリアス古註などに見られるが、いずれも「打

撃を与える・受ける」という文脈に現れるべ

次に、冠詞つきの問TaT内宮間p8lαヲを調べてみると、これも古典期ではアリ

ストパネス (v引 BC)の一例 (Pax 525)くらいしか見当たらない。紀元後の文献

ではフラヴィウス・ヨセフス (ADi)、アキレウス・タティオス (ADii)、エウセビ

オス (ADiv)、リパニオス (ADiv)、ニュッサのグレゴリオス (ADiv)、ソゾメノス

(AD v)、続ゲオルギオス・モナコス (ADx)、ニケフォロス・グレゴラス (ADxiii-xiv) 

等に現れる。ここでもほとんどの例が「打撃」の文脈において使用されている

が、唯一の紀元前のテキストであるアリストパネスではそれとは異なる文脈で

使われている加。時代的には、アリストパネスはもちろん、ヨセフスやアキレ

ウス・タティオスの用例は冠詞なしの KaTaKαp8[ac;の初出例に先行する。
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3. 2. r打撃を受ける部位」の表現
「打撃Jの文脈中での KGTa(TlIS') K叩8[同の用例が、紀元後に現れ始めるのは

偶然であろうか。別の言い方をすれば、それ以前にこのような用法が見出され

ないのは、資料の欠如によるものなのだろうか。との点を明らかにするために

は、紀元前において「打撃」の表現がどのようになされていたのかを検討する

必要がある。

このテーマについては既に KOVTOヲ(1892)が広範囲に調査している。それによ

ると、 「打撃を受ける部位」はホメロス・古典期において前置詞なしの対格形

や前置詞 ELヲ， π凶ヲ， KαTa等で表現される 21)。つまり「打撃」の文脈での悶Ta

はホメロスにも現れる。しかしながら、これらは属格形ではなく対格形を支配

している(悶TaKE相川V，問Taσァ巾0ヲ)22)。この対格形は、対象への方向性ないし

対象全体の広がりを示す対格形に由来すると考えられているお)。

このように「打撃を受ける部位」の表現は紀元前のテキストにも見られるが、

問Ta+属格形とは異なる表現が用いられる。 KαTa+属格形の例はガレノス (AD

ii)、アキレウス・タティオス (ADii)、ヘロディアノス (ADiト iii)に見られ、これ

らは 3.1.で触れた問TaK叩鋭的の場合同様、紀元後のことになる加。

間 Ta+属格形が「打撃」表現に用いられるようになる背景としては、その意

味機能の狭まりということがあり、これは既に紀元前に観察される。例えば、

Mayser (1934・427ff.)によれば、プトレマイオス朝パピルス文書では悶Ta+属格形

は古典期に較べ減少し、 r~下方へJ ("von -herab")の意味を完全に消失する一

方で、 r~に敵対してJ ("gegen")の意に限定されるようになる 2到。代表的な例

として、白川Eσ町長TV廿TEVaVTov KαTa TOU Tpαx内λOVr襲いかかつて項を打った」

(AD 246)が挙げられている (p.428)。

ビザンツ期以降に関しては、 Jannaris(1897:385)が悶Taの記述をする中でこの

意味の狭まりに一節を割き、ヨハネス・マララス (ADV -vi)、 「復活祭年代記」

(AD vii)、テオファネス (ADviii-ix)、続テオファネス (ADx)の例を掲げて、 KαTa+

属格形が「打撃」に頻用されるのはローマ期以降(150BC -AD 300)である、と述

べているお}。

以上の推移をまとめると次のようになる。

(1)ホメロス・古典期には「打撃を受ける身体部位」は前置詞なしの対格形、 εiヲ

+対格形、 KαTa+対格形などで表現される。

(2)ローマ期以降問Ta+属格形が「敵対J("against")の意味に限定されるにつれ、

「打撃を受ける身体部位Jはこのパタンで表現されるようになる。
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(3)問TaT恰 Kαp8lαgはアリストパネスの一例を除くと、紀元1世紀頃から現れ

始める。 KαTaKαp8iαヲの方は紀元3世紀頃から現れる。

こういった表現形式の推移の中で「打撃」の文脈での KUTaKαp8iuヲの定型表

現化が生じたと思われる。他方で、中世後期以降、 「打撃を受ける部位」表現

の主流が (α従 σω/ατavω)ElS' /σE+対格形であるのは 2.3で見た通りである。

3. 3.中世から現代ヘ

紀元後から中世後期にかけて頻用されるようになり、定型表現化した悶Ta

kαp8iα宮であるが、現代標準語には伝わっていないようである。現代では、これ

に代わって KαTaKαp8α 「心に対して」なる副詞が使用される 27にこの語は本稿

のコーパスには見られず、 12世紀から 1669年までを対象とする KPIAPALにも

掲載されていない。しかし、 1719年刊のアレッシオ・ダ・ソマヴヱラのギリシ

ャ語イタリア語辞典や 1874年刊のスカルラトス・ピザンテ'ィオスの現代口語辞

典には引用されているので 28)、18世紀の初めには広まっていたようである。

この間TaKIαp8α とKαTaKup8iαヲの関係を考えてみると、 KαTaKUp8αく KαTa

kαp8iαョという音韻変化が考え難い以上、副詞語尾ーαが類推により拡張したもの

と思われるお)。その際、類推のモデルとして役立つたのは問Tα目。αλα等の様態
の副詞であろう 30)。上述のように KUTa+属格形が「敵対J("against")の意味に

限定されるようになって以降、 「打撃」の文脈で悶TaKE加入前のような例が頻

用されるようになる(註26参照)。 しかし他方で、副詞 KUTαKE加入αも同じよ

うな文脈に現れ、しかもその出現時期は悶TaKαp8α よりもはるか以前に遡る。た

だし、問Tα氏。UA.Uには「頭を下にして (i)Jと「頭のよに・へ(ii)Jの二義があ
るのだが 31)、(i)は、紀元 1世紀頃の例が見られるのに対し刻、 (ii)の用例は、

5-6世紀のパピルスに現れる 33)。後者の意味発展の段階において初めて KUTa

k吋αλ前 :KαTUKE加入α=KαTaKαp8i同 :xの比例式を想定することが出来、これに

基づいて、 KαTaKαp8α の成立が可能になると考えられよう 34)。

かくして、紀元3世紀頃から例証され、中世後期に定型表現化が確認される

KUTa Kup8iuS'は、その後、単一の語藁形態悶TaKαp8uとして現代語に伝えられ

たのである。

註

*本稿作成に当たって「ディゲニス・アクリティスJrリピストロスとロダムネ」
のコンコーダンスの使用を快く許可して下さった RoderickBeaton教授 (King's 
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College London)に心より感謝いたしますf

本稿で使用する中世民衆語コーパスについてはTachibana(1995)参照。テキ

ストの略号はKPIAPALに従う【TOい・IB'，uσ.μ戸-Vs'参照]。それ以外の文献(古

代~ビザンツ期)の引用形式はBerkowitz& Squitier (1990)に従う。なお、作家

名の後に付されたローマ数字は世紀を示す(例えばADiii=紀元3世紀)。

1)例えばLambert(1935: 411)は(1)をむしろ Prepositionsadverbialesに分類する。

2)定型表現については註5参照。

3) yoνLKa r祖国JL1L y.E. 1064，。入oyα 「炎」φ入ωp，1521， KαAa8Lα 「電Jib.1585，前pyov

「塔Jib. 1713， <j>opov r広場Jib. 1737， 1738， sαpEALα 「樽J1μπ.818， TIpo併VT(αV

「プロパンス地方Jib. 586，666，隠滅lVr独居房Jib. 700， a入oyovr木馬JBu(.IAwo， 
997，999など。

4) r内部への接近」として何VEL1μπ.648 r置くJ，E<j>EpαVBE入.N.429r連れてき

たJ，E<j>8auEv 1μπ，666 r達したJ，恥0αvI阿，603r来たJ，午TIaULVAXL入.L.183， 
1071 r入ったJ，TI白市 BE入.8.638r落ちるJ， UTIayouvμπ. 731 r連れていく」

など。 r内部での存在(内部での活動も含む)JとしてEylν正TOV φ入i卯.1738 

「行われた， E[XαIμ廿.818r持っていたJ， EKa8novφAWp.V， 1621 r座ってい
たJ，ETIOlKEV 1μπ.744 r過ごしたJ， Ka8ETαL BE入.N，506 r座っているj、KOlTETαl

Xp.Mop.H， 1526，8275 r位置するJ.σTEKOVTαL Bu(.I入wo，298r立っている」な

ど。

5) Lyons (1977:536)は複合語が固定していく過程を論じるに際し、定型表現を指

すのに petrific ati onという語を使用している。 r統語的複合語 (syntactic

compounds)が語葉素として慣習化される過程はpetrificationという適切な呼び

名も持っている。この比喰的用語には問題の過程において区別され得る二つの

局面、固定化 (solidification)と縮小 (shrinkage)を示そうという意図がある..• 

(ある表現が)頻繁に使用されるほど、定まった表現として固定化されやすく、

話者はそれを毎回新たに生産するというよりも、記憶の中に蓄えるであろう.

固定化は petrificationの次の局面である縮小すなわち意味的特殊化へとつなが

る」。この用語は Leech(1974)から取られているようであるが、そこでは意味

的変容の局面に重点がおかれ、 「慣習化された語葉的意味が語量規則によって

指定される『理論上』の意味から逸れる過程の全体は petrificati onと名付けら

れ得るJ(Leech， 19812: 226)とされている。この種の定型表現をイディオムと呼

んでもいいのであるが、本稿で扱う悶TaKapolαヲは通常イディオムという語か

ら想像されるほどには意味の変容を蒙っていない。しかし他方ではLyonsのい
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う「固定化Jsolidificationの局面にのみとどまらず、 2.2.-2.3.で見るように使用

される意味領域がかなり限定されている。そこで、本稿では問TaKαpOLαヲを単

に「定型表現」と呼び、欧文術語としてはpetrificationを考えるものとする。

本稿のコーパスの大部分は韻文(十五音節詩)であるが、同一ないし類似し

た語句の繰り返しが多い点はよく知られている。韻文に使用されるそのような

既製の定型語句を指すのには formulaという語が一般に用いられている。民衆

ギリシャ語詩における formulaの問題を本格的に論じたJeffreys(1973: 175)の作

業定義の中では、定型語句の曲用・活用、単音節の前置詞・接続詞の交替、人

称代名詞の交替、語の省略(韻律に抵触しない範囲で)などのバリエーション

は許されるが、基本的な長さとして、少なくとも半行(8ないし 7音節)が一

致(ないし類似)する必要がある、とされている。したがって、本稿が論じる

ような、それ以下の音節の前置調句は、詩の半行を形成するのにいくら貢献し

ているとはいえ、 formulaには含まれない。

6)戸σαEl")の類例については註 3，4参照。長σωElヲ/σε を含む他の例として 'Eaω

El宮KO<tLVlα例入入OVσlTαpOOαTωναν8Ewv，φAwp.1592 1篭の中へ蓄積の花を投げ

込むJ，長σωElS'TTJV <t入oyavPL TTTOVTGL VτOTωV VTTTJpETWV・φAwp.17671従僕た

ちによって炎の中に投げ込まれる」など。

また、本文に掲げたのは「内部への接近J 1内部での存在」の場合であるが、

「内部からの分離」の場合は戸σαα而，戸σαEKが使われる。例えば KαlO凶KO")

μdヲEAaATJσEνμEa・απOTO KαMμlV企ly.E.1741 1そして龍は葦の茂みの中から

私たちに話しかけたJ， ~坊市 01μ百plO吉凶σαEK TO KαpaslνIIlTT.652 1イン

ベリオスは船の中から出てきた」。

7) 1内部J以外の空間副詞とも悶Taは共起し難い。稀な例としては悶IσTpφμαv

KaTω 悶Taγηヲνα0臼ωμενEKElσE.Kα入24101その下の地面に床を敷くようにJ， 

K' EsaσTαCEV <Tα>ap凶Tαα吋 vω 悶T'EKELVOV， Xpov.Mop.P. 3344 1彼に対し

てその上に武器を担ったJ，EKa8lσEV.. ./αVTl叩V宮間Taπpoσω叩 aTTavw8EVTωV

6入ωνAτo入AWV. 174-5 1全ての人の上座に対面して座った」

8) KPIAPALの分類は次の如し:1)日 αVTLOV 1'"'-'に対してJ，2)α而vαVTl，aVTLKpv 

1'"'-'に対してJ，3) (KaTTOV) KOVTa (σE K.) 1 (どこか)'"'-'の近くにJ，4)ωヲ叩0ヲ.σε

σXEUTJμ1'"'-'に関してJ，5) Olα戸σov1'"'-'を通じてJ， 6)悶TaTηolapKElα1'"'-' 

の間J，7α) auμφωναμE，ανd入oyαμE1'"'-'に応じてJ， 7s) OTTWヲ1'"'-'のようにJ，7y) 

6μOlαμE 1 '"'-'に似てJ0 Egea(1988:101)はKαTa+対格形の意味 ("segun"1'"'-'に

従ってJ)にのみ触れているが、 Apostolopoulos(1984: 183)はKaTa+属格形の

a斗
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意味を"Iieu，hostilite， maniとre"とし、"hostilite"の例として問。'THlφvop同σ日司 Kα入.

1277 i我々に対して攻撃を加えるだろうかJを引用する。

9)現代語問ia+属格形1"'-'に対して・反してjについては Mirambel (1983: 186)， 

Hesse (1986)等参照。

10) iリビストロスとロダムネ」の平行例 (9-11)は古代語式アクセント表記では

次のようになる。

(9) iOCEUEL i内vaγ印ωXOV，O'ioXa KaTa Kαp8iα宮. ALs.P.I275 

(10) OOCEUYEL i内νay印ωxoν.σioXaKαTa Kαp8iαs". ALs.E.1334 

(11) iOCEUEL i内νdγ印ωXOV，σioXaKαTa Kαp8iα宮・ ALs.V.1189 

すなわち、 P，E写本の書き手はσioXaを(重アクセントの)副詞として解釈し

ており、 KαiaKap8iαヲは動詞 iOCEUEL，80CEUYELに支配されていることになる。

P写本の最初の校訂者である MαU仰<jlpuollc;(1866 : 528)もこの例を副詞と見て

いる ("σioXa(ETTLPp.)日 σiOXωヲ")。 これに対し、 V写本のみはσioXaを由アク

セントを持つ母音融合動詞 (verbumcontractum)として表記しているので、 Kαia

kαpoiaヲはこの動詞に直接支配されることになる。 この動詞は同じ写本中にも

う一例見られる(l:ToXWiO of1 TTpOσiOKOUpsLV iOU. KpOUyωiOνKOνTαpEαALs.V. 

2136 I私は彼の鞍の前部に狙いを定め、槍で打つ」。

11 )名詞の格形の例外としてはiOCEUELillvαy印ωXOVσioXaKaTa Kapδiav. ALs. S. 

211 ((9-10)と同義)。ここでは単数対格形が現れている。

12)悶 iaと Kαpδiαヲの共起例が、最初に文献に現れる段階からそうであったわ

けではない。 3.1.で見るように問iaï~宮間p81αヲの初出例(アリストパネス)

は「打撃」表現以外の文脈に現れる(註 20参照)。

13) oioωの他の例:品ωKααπavωE円 iOKE<jla入LV'企tγ.E.1558 i頭の上を打った」

品ωKαiTJVAEmναναπavωEL宮iOKE<jlaALV， dL Y .E.I727 I雌獅子の頭の上を打った」。

14)戸αpuvw= XiUTTφ (阻IAPAL. "sαpuvw"参照。類例としてはO'iOσT前oヲTOV

EsapTJO'E Xp.Mop.P.4022 I彼の胸を打ったJ0 ) 

15)打撃動詞が前置詞を介さずに対格名詞問poiανを支配する場合もある。

EOOCEUσETηl' KαpoiαvμOU KαL EXa8TJv Ef1廿pOσ8EvμOU.ALs.N. 1206 I私の心を射る

と、姿を消した」、 EUσiOXω宮両μ廿Eliac; sOAaヲ KαliOCEUEL KαpoiαヲdLy.G.III4 

「まっすぐに狙って矢を放ち、心を射るJ。

16) 8iぬを含む他の例を KPIAPALから引用しておく。 oA入αμd同吉正ゐKEViOV 

IμτEplOV ELS" TO σTTI80ヲIμ廿.416，dlαVUKTOU iOνEoωKEVπ6νoヲELS"TαVEφpa・νiOU

XpOV.TOKKωl' 1532，μtαναμOU 8φσηヲσTTJVKOlAla Kαli'ανTEpa-μOU XUσnヲφOpiOUV.

phυ 
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(Vinc.) d'180o 

17)類例 :ωσavKapct[ ElS iT]V Kαp8[αV iαε[XEV XpOV.TOKKωV 2679 Iその地を心

中の腕のように感じて」。

18)類例 :αμ内iOVKapov入OVαViOViOV E[XEV 0 8Eσ寸Oiηヲ， 0μO[ωヲKαlT] sαa[Alσσα， 

μ白αEtSiT]V Kαp8lav iOVヲ.XpOV.TOKKWV 3478 Iしかし君主も奥方もかのカルロ

スを心の中に抱いていた」。

19) Herodianus Ab excesslI divi Marci 1.15.4.2 Kαia iOV 戸i(DTTOU~悶TàKap8i町

村正pEi恥 πAT]Y恥「額にあるいは心臓に対して傷をもたらしJ(中旬ω]， Libanius 

Declamation 40ユ22.9KaTaKαp8iαg同市ανTα雪「胸を打ちJ(π川σuω]，Epiphanius 
H0I111lia in asslImptionem Christi [Sp.] 43.484.8 c[ctoヲKαTaKαp8iα宮 8ECaμEVOヲ

「剣を胸に受けJ (8EXoμαl] ，Joannes Chrysostomus Ad poplllllm Antiochenllln 49. 

204.47 KaTa Kαp8iα宝 d間X8φ宮正XEI心に対して憎しみを持てJ (匂ω]， Id. 

Expositiones in Psalmos 55.193.50 KαTa Kap8ias oi匂8poi. .. I心に対して敵

は...J [= Septllaginta， Psalmi 44.6.2長VKαpδiαiWV佐X8pwviOV sασlAEωヲの注

釈]，Christlls patiens 1889 8Ec1] sE入o宮町TaKαp8ias I心に矢を受けJ (8匂oμαl]， 

Nikephorus Gregoras 1.78.5間TaKαp8ias ï~V AuτT]V品ぜαiOI心に悲しみを受

けJ (8長XOμαl]， Id. 2.653.24佐廿αyoμEVOS'KαTa Kαp8ia宮iOUヲT内宮入己廿ηヲav8pαKαヲ

「心に悲しみの炭火をもたらしJ (ETTaγoμαl] ，Scholia in Iliadem (sc/lOlia vetera) 

4.468a.2内π入η川間TaKαp8iα宮内 τVEUμOVOヲEVEX8Elσα 「心臓にないし肺にもた

らされた傷」 【併pOμαl] ((]内は問iaKap8[同と共起する動詞。次註以降

の例でも同様)。

20) Aristophanes， Pax 525τVEl宝，山内6UKaTaT有吉間poi同「心に対し何と甘き(息

をする) J， Flavius Josephus Antiqllitates JlIdaicae 7.241.2 iOV 'A中aAwμOV

iOCEUσ旬開TaT内宮間p8iαS Iアブサロムの心臓をめがけて射ると(iOCEUω] 

[Cf. Septuaginta， Regnorllm ii 18.12.3 EνじτηCEVα心ia長VT古Kαp8iq.AsEσuα入ωμ]， 

Achilles Tatius 3.15.4.5 c[ctoヲ何TTiEl KaTa T恰 Kαp8iα宮 「心臓に対して剣を

染めるJ(何廿Tω]， Eusebius CommentariainPsalmos 23.400.9 Ta s石川 γε吋尻市t

KaTa 叶宮間pδiαS iWV awv匂8pφV 矢が汝の敵の心に達するであろうJ

【y[yνoμαtl， Ib.23.400.15 aTTOσiE入入6μEVα KaTa T可SKap8ias Tφ吋X8pφV' 敵

の心に対して放たれ (aTTOσiEA入oμαl]，Libanius Declamation 32.1.39.3 A[80lS' 

sa入AEa8mKαia T恥 KE加入信.. . C[ctEl KaTa T恥 Kap8iαヲ 「石で頭を打っか、

剣で心臓を打つJ(例入入oμαLl，Gregorius Nyssenus Orationes viii de beatitlldiniblls 

44.1288.49 aK[8問。E入印悶TaT恥 Kapδiα雪印τi廿iOVσlI矢の切っ先を心臓に
n
h
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打ち込む」 【印πiπTω]， Sozomenus， 9.13.7.5 CL<jJi8LOV KaTa T有吉間p8Lαg内入ασ正

「小万を心臓に刺した [O.. auvω] ， Georgius Monachus Continuatus Chrollicoll 

(児dactioA) 837.20 TO c[<poヲEiTTJCE悶TaT内宮間POtaSTOV sασlAEωヲ「剣を皇帝の

心臓に刺した」 【吋Y山 μl]， Nikephorus Gregoras 3.77.2 8匂εσ6αl KαTa TlIS 

kαpδiα宮 τÀTJY~V ["心に傷を受ける [8EXoμαl】。

21)必 18XEpμ品川 yap戸川TO.. .即時間V OECLTEPTIV ["大岩で右の膝下を打た

れたJ(KOVTOヲ， 1892:501)，Herodotus 3.78 TOむTOμEv'AσiTa8[vηV iTa[正t台 TOl'

同pOV["アスパシネスの腿を打つJ (Ib:505)。

22) AI08 TOVμ卸加印μα(OI.OKαTa GTfi8o') saAE 8ovp[， ["彼の胸の乳の上を槍で打

ったJ(KOVTO宝， 1892: 508)。同様の指摘として Chantraine(1953: 114) " On emploie 

egalement KαTa pour designer l' emplacement d・uneblessure"、Schwyzer(1950: 

476) "(nahe)叩， bei， in der Gegend von"， so an einer Stelle eines Korperteiles， einer 

Waffe"。

23) Kuhner (1898 : 433) "bezeichnet ursprunglich den Raum， uber den (von oben 

nach unten) eine Bewegung sich erstreckt・-、 Schwyzer(1950 : 476) "Erstreckung 

(horizontal)， ' durch-hin， uber-hin' "。

24) Achilles Tatius 8.1 iTa[Elμ悶TaTWV叩0σφmνμaAaslαiωヲ「私の顔に対して

強い打撃を加えるJ， Herodianos 7.7.4 cu川 παW8EVTα 悶TaTOV KPαV[OV 木

で兜を打たれてJ(KOVTOヲ， 1892:509)。

25)悶Ta自体の「敵対J"against"の意味獲得については Hammarstr加 1(1925・151-

3)。

26) Joannes Malalas 387.13 EKpOVσEVα心T0...G叩 8[4JKGTa T内宮町中α同宮 「彼の

頭を剣で打った [KpOUW]， Chrollicollpaschale 594.19 E8ωKEναUTOν悶TaT前

aKOlIS 彼の耳を打った [8[8w]， Theophanes 283.22 8oヲαUT0KαTa叩αVLOV

「彼の兜を打てJ (8[8w] ，百leophanescontinuatus 704.13 EゐK印 ωT0KaTa 

KEやαλ恥「彼の頭を打ったJ (8[8ω] (Jannaris， 1897:385)。

27)用例 :ησ加[pαTOνXT古川町間TaKαpoα 弾が彼のちょうど胸に命中した」

(KPIAPAL II)、入uπOUμαLKαTaKαpoa. ["心より悲しむJ(Ib.)。

28) SOMA VERA "Da banda a banda del cuoreヘ Bv(avTLOヲ(1874)"MEσηνT内v

k叩8[αν(T恥ψu川ν)，Kmp[ωヲ， ~aTà Kαp8[αc: ('Hoω8.). Vivemento 筆者による)

下線部分では、 KαTaKαpaαの説明として、間TaKap8[α宝を(本稿 3.1.で触れた)

ヘロディアノスから引用している!なお、 LSJや DuCangeには悶TaKap8α の

記述は見られない。
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29) KouAaKrJS' (1993: 502)も同じように考えている("問Ta阻凶α，auv8.ETTlpp. < 

KαTa + I伯仲d→ KαTa-KαpO-α，TpOTTl刈 KαTaATJcηつ。
30) Schwyzer (1950: 474-5)は現代語に継承された問Taの例として、身体部位名

詞と結合した副詞問TaKαpOα，KαTUK付α入α，KαTaμαTα，ーμOUTpασαPKα を挙げる。

31)この二義は 18世紀初頭の SOMAVERAが明確に記述している ("Latesta a11' 

ingiuヘ"SUla testa， a traverso la testa")。さらに、現代語にも伝わるが、 (i)の意味

の方が稀のようである (E7TE民間Tα説中αλa.Iまっ逆さまに倒れたJ(KPIAPAL 

II)、η吋 TpαTOV7TETUXEKαTα民φαλα.I石が彼のちょうど頭に命中したJ(Ib.))。

また、前置詞句 KUTaKE<Pα入力ヲもテキストによっては (i)，(ii)の両義を示して

いる (Nicephorus Gregoras (AD xiii -xiv) Byzantinalzistoria 2.864.7 KαTa 版。α入内雪
量ヲ 8a入αTTαν 7Tl7TTOVTαS'(=i)， Id.1.120.3KαTa KE<Pα入内雪量廿dσαTOKOVlV (= ii)) 。

32) LSJ川eaddownwards" Teucer (AD i) Sphaera (p. 17)， Ib.， Supplement， "head over 

heels"， POxy. 1853.5 (AD vi / vii)。 さらに、 JoannesMa1alas (AD v-vi) 256.13. 

印αpTVPTJσEσTUUpω8ElS'KaTαK付αAaI頭を下に十字架に掛けられ殉死した」。

33) LSJ II (p.169) ofblows "on the head"， PVindob.Salomons 15.6 (ADV/vi)。さらに、

Georgius Monachos (AD ix) Chronicon breve 110.1241.49 7TUp' OAlyov ~8EÀE 0的 El

TOV sασlAEαKαTαはやαAa Iあわや皇帝の頭を打つところであった」。

34)悶 Ta+ KE<Pα入信と KαTa+悶pOlαヲが対比的に使われている例として Libanius

Declamation 32.1.39.3 Al80lヲsa入入Eσ6αlKaTa T~宮 KEやαλ~S.. .Ci<tEl KαTa T~宮

間 pδi同「石で頭を打つか、剣で心臓を打つ」。
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KaTCi Kap8las "against heart" : 
The Petrification of a Prepositional Phrase 

Takashi T ACHIBANA 

This paper is concerned with the petrification (i.e. frozen idiom) of a prepositional 

phrase, KaTcl Kapela') "against heart", which is illustrated in the Byzantine vernacular 

texts of the 12th - 15th centuries. 

In the first part, the analysis is performed on the syntactic structure of such phrases 

as IlEaa / Eaw KaTcl Kapela'). It is clarified that they consist of the petrified 

prepositional phrase KaTel Kapala') and the adverbs IlEaa / Eaw and that they cannot be 

regarded as typical examples of complex prepositions. As proof of this, four 

observations are offered: 

(1) the frequency of the examples of KaTel which co-occurs with 

adverbs is extremely low 

(2) the syntactic structure of KaTei Kapala') is hardly expanded 

by means of modifiers or articles 

(3) the semantic field of KaTcl Kapala') is limited to "striking / 

hitting / shooting" 

(4) Kapala is usually governed by the other prepositions such as El') 

The second part concentrates on the diachronic process of the petrification of KaTcl 

Kapala'). It first appears in the second century A.D. Two diachronic factors should 

be noted as triggers of its formation, i.e. (1) that KaTcl + genitive gradually acquired 

the meaning "against" and (2) that its semantic field came to be limited to "striking / 

hitting / shooting". These tendencies can be observed as early as the Hellenistic period 

and was strengthened during the medieval periods. Therefore, in the late Byzantine 

period KaTcl Kapma') had reached the last stage of its petrification so that it could not 

be incorporated into the productive pattern of the complex prepositions. 

Some further notes are added concerning the fate of KaTcl Kapela') in the later 

periods. Modern Greek uses an adverb KaTclKapaa which has replaced KaTcl Kapala'). 

Although this word is not illustrated in the late Byzantine vernacular texts, its presence 

in Da Somevera' s Tesoro (1719) suggests that it had been accepted into the vernacular 

Greek vocabulary at the beginning of the 18th century. 
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